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今
年
度
の
上
半
期
、
救
急
車
応

需
率
（
受
け
入
れ
率
）
は
管
内
で

95
％
と
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で

す
。急
性
期
病
棟
の
利
用
率
は
、高

い
応
需
率
を
維
持
で
き
る
限
界
値

の
85
％
程
度
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
全
国
平
均
で
は
69
％
で

す（
令
和
3
年
度 

厚
労
省
調
べ
）。

ま
た
需
要
の
あ
っ
た
透
析
は
火
・

木
・
土
の
午
後
の
ク
ー
ル
を
開
始

し
ま
し
た
。
職
員
一
同
昼
夜
を
問

わ
ず
勤
務
に
あ
た
り
、
こ
の
1
年

で
急
上
昇
し
た
国
の
定
め
る
人
件

費
上
昇
や
物
価
高
を
考
慮
し
て

も
、
上
半
期
は
昨
年
度
比
で
赤
字

幅
を
40
％
程
度
改
善
し
て
お
り
ま

す
。

　
公
立
病
院
は
9
割
が
赤
字
経
営

で
す
が
、
当
院
も
現
在
の
国
の
診

療
報
酬
体
制
で
は
経
営
難
か
ら
抜

け
出
せ
ま
せ
ん
。
人
口
減
少
や
国

策
に
合
わ
せ
、
ベ
ッ
ド
数
の
削
減

や
療
養
病
棟
継
続
の
是
非
な
ど
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
上
半

期
の
経
営
状
況
に
お
い
て
も
、
運

営
資
金
は
毎
月
減
少
し
て
お
り
、

残
り
1
〜
2
年
で
尽
き
よ
う
と
し

病院長

森 成 正 人
も  り  な  り      ま  さ  と

２令和7年12月

住
民
の
皆
さ
ま
に
問
う
！

住
民
の
皆
さ
ま
に
問
う
！

て
い
ま
す
。

　
当
院
も
他
の
病
院
と
同
様
に
、

国
か
ら
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税

を
含
め
た
繰
入
金
を
市
町
か
ら
い

た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す

が
、
継
続
的
な
不
足
分
を
補
っ
て

も
ら
う
た
め
の
具
体
的
な
予
定
が

立
た
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
初
期
、感
染
す
る
と
”死

ぬ
か
も
し
れ
な
い
”
と
誰
も
が
外

出
を
控
え
た
あ
の
頃
を
。
真
っ
先

に
勤
務
時
間
内
外
を
問
わ
ず
立
ち

向
か
っ
た
の
は
、
那
須
南
病
院
含

め
た
公
立
・
公
的
医
療
機
関
で
し

た
。
そ
の
病
院
群
が
今
困
っ
て
い

ま
す
。
当
院
の
救
急
外
来
に
つ
い

て
も
人
手
不
足
の
関
係
か
ら
、
私

が
外
部
の
医
師
に
毎
月
連
絡
を
と

り
、
い
わ
ゆ
る
コ
ネ
で
な
ん
と
か

手
助
け
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
状

況
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、経
営
最

優
先
の
観
点
か
ら
、
不
採
算
部
門

で
あ
る
時
間
外
救
急
医
療
の
継
続

見
直
し
や
小
児
科
診
療
の
再
開
凍

結
を
示
唆
す
る
、
現
場
職
員
以
外

か
ら
の
ご
意
見
が
存
在
す
る
の
も

事
実
で
す
。

　
さ
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う

か
？コ

ロ
ナ
禍
で
の

あ
い
さ
つ

院
内
研
修
紹
介

〜
院
内
感
染
対
策
研
修
〜

　
近
年
の
物
価
高
騰
や
人
件
費

の
急
激
な
上
昇
な
ど
の
社
会
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、令
和
７

年
12
月
１
日
以
降
よ
り
、個
室
料

金
及
び
文
書
等
料
金
の
価
格
を

改
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
患
者
様
・
ご
家
族
様
に
は
大
変

ご
負
担
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
今
後
、
よ
り
一
層
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
詳
し
く
は
左
記
の
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
当
院
で
は
、
全
職
員
を
対
象

に
年
２
回
、
院
内
感
染
対
策
研

修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
『
感
染
対

策
の
基
本
～
手
洗
い
に
つ
い

て
～
』
で
、
医
療
現
場
に
お
け

る
感
染
予
防
の
第
一
歩
と
し

て
、
正
し
い
手
洗
い
の
手
順
や

タ
イ
ミ
ン
グ
、
衛
生
管
理
の
重

要
性
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま

し
た
。
講
義
で
は
、
手
洗
い
の

実
技
も
行
い
、
洗
い
残
し
の
可

視
化
を
通
じ
て
日
頃
の
手
洗

い
を
見
直
す
良
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
基
本
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
で

意
識
が
高
ま
っ
た
」
と
の
声
も

あ
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
感

染
対
策
へ
の
意
識
向
上
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　
感
染
対
策
は
特
別
な
こ
と

で
は
な
く
、
日
々
の
習
慣
の
積

み
重
ね
で
す
。
み
な
さ
ん
も
手

洗
い
の
基
本
を
見
直
し
、
感
染

症
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

杉田　真穂
（内科）

①
出
身
地

　広
島
県

②
趣
味

　
　動
物
園
・
水
族
館

③
抱
負

　
　１
人
１
人
に
丁
寧
に
向

　
　
　
　
　き
合
っ
て
診
療
を
行
わ

　
　
　
　
　せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、

　
　
　
　
　よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

　
　
　
　
　し
ま
す
。

す  ぎ  た          ま  な  ほ

　
多
く
の
方
々
か
ら
心
温
ま
る

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
し
、
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
お
申
込
み
等
の
詳
細
は
左

記
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
、
当
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ご
寄
附
の
お
礼

あ
り
が
と
う

        

ご
ざ
い
ま
す
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夏
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５
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万
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オ
ム
ツ
12
袋

おもいやり駐車スペースの
　　　　　 適正利用のお願い

３ 令和7年12月

　
　
　
　
　
　
医
療
福
祉
相
談
・
医
療
連
携
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
谷
　
雅
彦

　
私
の
趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
す
。

　
ラ
ウ
ン
ド
の
予
定
が
決
ま
る
と
、ゴ
ル
フ
サ
イ

ト
で
コ
ー
ス
の
下
見
を
し
た
り
、予
定
が
近
づ
く

と
天
気
の
確
認
を
し
た
り
と
、ラ
ウ
ン
ド
前
の
準

備
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
自
分
が
い
ま
す
。

　
同
伴
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
共
に
一
喜
一
憂
し
な
が

ら
の
ラ
ウ
ン
ド
は
と
て
も
楽
し
く
、あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。自
分
の
思
い
通
り
に

な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、た
ま
に
出
る
ナ

イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
が
、次
も
ゴ
ル
フ
に
行
き
た
い
と

思
わ
せ
る
の
で
す
。

　
ま
た
、ゴ
ル
フ
は
年
上
の
方
や
年
下
の
方
と
も

私
の
趣
味
紹
介
〜
ゴ
ル
フ
〜

（単位：人）●救急外来患者数の推移

　当院は、栃木県から「救急告示医療機関」及び「二次救急病院群輪番制病院」の指定を受け、24時間
365日体制で救急患者の受入れを行っています。
　令和６年度に救急外来を受診した患者の延人数は3,994人で、そのうち2,688人は通常の診療時間外で
ある平日夜間及び休日に受診しています。
　また、救急車の受入件数は1,329件で、新型コロナウイルス感染症の影響で令和２年度から令和３年度
にかけては減少傾向にありましたが、令和４年度以降は1,300件を超えている状況です。
　当院では、平日夜間及び休日の救急外来を医師１名（休日昼間は1.5名体制）、看護師２名、臨床検査
技師１名、放射線技師１名、事務職員２名で対応しており、医師や看護師については、緊急呼出体制も
確保しておく必要があります。
　そのため、これらの体制を適切に運用するためには、十分な人員を確保する必要があり、必然的に人
件費等の経費が増加し、経営を圧迫する一因となっています。
　しかしながら、南那須医療圏は圏域が広大であり、宇都宮市や大田原市の高度急性期病院まで30㎞以
上の距離にあるため、当院において救急患者の受入れを継続できなくなった場合、地域の医療提供体制
に深刻な影響を及ぼし、救命率の低下を招くおそれがあります。
　当院は、このような事態を避け、地域の皆さまが安心して医療を受けられるよう、救急医療提供体制
の維持と向上に懸命に取り組んでいます。

●救急車受入件数の推移 （単位：件）

●令和6年度
　住所別時間外受診患者数

割合患者住所

那須烏山市

那珂川町

茂木町

市貝町

その他県内

常陸大宮市

その他県外

61.5%

24.4%

2.7%

1.1%

5.8%

2.0%

2.5%

100%

人数

1,654

655

72

29

156

53

69

2,688合 計

救急告示医療機関とは
　都道府県知事が認定し、救急隊が搬送す

る傷病者に対し、迅速かつ適切な医療を提

供するために必要な設備と体制を備えた

医療機関です。

二次救急病院群輪番制病院とは

　栃木県では、医療圏ごとに複数の二次救

急医療機関が当番制で平日夜間や休日の

救急患者を受入れる「病院群輪番制」を導入

しており、その指定を受けている病院です。

　南那須医療圏には二次救急医療機関が

当院しかないため、24時間365日体制でその

役割を担っています。

～　那須南病院の救急医療　～

　当院は、栃木県が実施する「おもいやり駐
車スペースつぎつぎ事業」に協力していま
す。おもいやり駐車スペースは、障がい者や
難病患者、妊産婦など、外出時に配慮が必要

楽
し
め
る
の
も
魅
力
の
一

つ
で
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

身
体
の
続
く
限
り
、続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 な方が利用するための駐車区画

です。
　おもいやりスペースを必要と
している方が安心して利用でき
るよう、皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。

※駐車の際は、利用証をフロントガラスの
　見えるところに掲示してください。

救 急 医 療 体 制

時間内（平日8：30～17：15） 時間外（平日夜間［17：15～翌日8：30］・休日）

5,660 5,474

1,183

4,477

1,314

4,160

4,079

1,131

2,948

4,322

1,096

3,226

4,194

1,139

3,055

4,162

1,164

2,998

3,994

1,306

2,688
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す
。 な方が利用するための駐車区画

です。
　おもいやりスペースを必要と
している方が安心して利用でき
るよう、皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。

※駐車の際は、利用証をフロントガラスの
　見えるところに掲示してください。

救 急 医 療 体 制

時間内（平日8：30～17：15） 時間外（平日夜間［17：15～翌日8：30］・休日）

5,660 5,474

1,183

4,477

1,314

4,160

4,079

1,131

2,948

4,322

1,096

3,226

4,194

1,139

3,055

4,162

1,164

2,998

3,994

1,306

2,688

H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6



＜休診日＞
土曜日､日曜日､祝日､年末年始（12月29日～１月３日）

最新の情報は那須南病院

ホームページでご確認ください。

〇内科       
　原則として初めて受診される方は【初診】の医師の診察
　となります。       
　もの忘れ外来については、月曜日の15時30分～（宮澤先生）
　予約制になりますので事前に当院へお問い合わせください。
　火曜日の肝臓内科については、隔週14時30分～になります
　ので、診察については事前に当院へお問い合わせください。
　火曜日の循環器専門外来については、医師の都合により
　当面の間休診とさせていただきます。
　腎臓内科の初診については、基本的に金曜日（里中先生）
　の外来受診をお願いいたします。診察については、事前
　に当院へお問い合わせください。

〇眼科
　水曜日午前中の初診受付は、10時30分までとなります。
　水曜日午後は、手術のため休診となります。眼科のコン
　タクト外来は行っておりません。
　白内障手術希望の方は火曜日～金曜日に来院してください。
　白内障の手術については、入院での対応のみ行っております。
〇耳鼻咽喉科
　火曜日の受付時間は、8時30分～11時30分まで（午前中のみ）
　になります。
〇小児科
　小児科医師の退職に伴い、当面の間小児科を休止とさせ
　ていただきます。
〇医師別の休診日をホームページに掲載しております。
〇救急の患者さんは随時対応いたしますので、電話にてご
　連絡ください。

４令和7年12月２

那須南病院外来担当医一覧
（令和7年12月1日現在）

診　療　科 受付時間 月　　　　  火　　　　  水　　　　  木　　　　  金

内 　 　 科

循環器内科

脳神経内科

消化器内科

外 　 　 科

眼 　 　 科

皮  膚  科

泌 尿 器 科

耳鼻咽喉科

整 形 外 科

8:30～11:30

8:30～11:30

8:30～11:00

8:30～11:30

8:30～11:30

13:30～16:00

13:30～16:00

13:30～16:00

8:30～11:30

13:30～15:00

13:30～16:00

熊田真樹

佐藤知之

【予約外来】

【初診】

【予約外来】

【初診】

【予約外来】

【初診】

【予約外来】

【初診】

【予約外来】

【初診】

森成正人

橋本祐一郎

杉田真穂

深谷幸祐

阿部　強

阿部　強

大朏昂史

熊田真樹

大朏昂史

宮澤保春

深谷幸祐

宮澤保春

増田貴博

宮澤保春

森成正人

森成正人

里中弘志

宮澤保春

原　健二

佐藤知之

宮澤保春

杉田真穂

竹澤敬人
(肝臓)隔週14：30～

里中弘志
（腎臓内科）14：00～

阿部　強

宮澤保春
(もの忘れ外来)
予約制15：30～

熊田真樹

森　和亮関口忠司

君島俊祐
森　和亮

萩原　秀 久保田敬也

福泉翔華

石﨑正道 岡安彬彦 岡安彬彦 岡安彬彦

手塚雄大
手塚雄大

手塚雄大

中島逸男 増山由丹
永島祐美

手　術

岡安彬彦
(10:30まで)

小堀篤也 君島俊祐

小堀篤也
森　和亮

橋本祐一郎

稲井広夢
（第１・３・５週）

佐藤祐也
（第２・４週）

中島寛大手塚雄大

〇「発熱症状のある患者さん」については、午後の時間の対応となりますので、事前に当院へお問い合わせ(0287-84-3911)
　をしてから来院してください。
〇患者さんの受診状況により、診察が大変混雑する場合があります。状況によっては通常の受付時間よりも早めに受付を終了
　しますのでご了承ください。

＊都合により担当医が変更または休診になることがあります。
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